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河川と湖沼に対する化学的風化指数CIA適用性の評価

Applicability evaluation of CIA due to river and lake
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　気候変動に伴う気象事象の変化が予測され，水資源の管理には一層の留意が必要となる．しかしながら，水

域は多様な地域特性に応じた固有性を有する．そのため，管理も普遍的な方法が効果を発揮できるとは限らな

い．流域としての個性を判別できるツールを開発すれば，最適な管理手法を選択できる可能性をもつ．本研究

では，河川と貯水池(人工湖沼)を対象に性質の異なる流域の特徴を求めて比較検討した．特に，この検討中で

化学的な指標より流域の特徴を示すことの適用性を評価した．地理的情報として，数値地理データによる地

質，表層土壌，土地被覆の上流域の情報を取得した．化学的情報として，対象地域の各地点で試料をサンプリ

ングして，水質を分析した．水質として，イオン組成と微量元素の情報を取得し，流域の特徴を同定した．こ

の同定で用いたものがCIAである．結果として，湖沼と河川のCIAを適用できる流域規模を把握することができ

た．
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